規律、実践、習慣化 : 戦前・戦時期日本における《咀嚼する主体の主観性》をめぐる試論 (立教大学史学会大会特集報告) (<特集>近代の編成原理 : イギリス、アメリカ、日本における組織、倫理、専門知) by 宝月 理恵 et al.
－  127  －
史苑（第七六巻第二号）
一．はじめに―《咀嚼する主体》とは―　
夏目漱石の『吾輩は猫である』 （一九〇五年）には興味
深いエピソードがある。主人公の友人「迷亭」が、蕎麦の食べ方について、 「主人」とその「細君」に対して講釈を垂れる場面である。いわく、蕎麦は噛んではいけない、一気に飲み込まないといけない。実際に実演して見せた迷亭は、山葵が効きすぎていたのか、飲み込む に骨が折れたのか、両眼からうっ ら涙を一、 二滴流してい
た（１）
。この一
場面を、 一九三一 （昭和六） 年に開催されたムシ歯予防デー（日本歯科医師会主催）に採用された標語（ 「よい歯でよく噛みませ
う（２）
」 ）と対比させてみよう。時代はちょうど学校
保健（学校衛生）のなかで歯科が台頭し始め、食べ物の噛み方を訓練する「咀嚼教練」なるものが実施され始めていた頃である。本稿は、昭和戦前・戦時期の子どもの咀嚼教育を題材に、身体の規律訓練による学校児童の主体化の試みを「習慣化」の観点から捉え直し、 「主観性」という議論を付加すること 提起 試論である。
報告三　
規律、実践、習慣化
　　
―戦前・戦時期日本における《咀嚼する主体の主観性》
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日本において、 「完全な咀嚼」という新たな身体規律が、
歯磨訓練と並んで、おもに小学校において重要な健康教育の一要素となったのはおよそ一九三〇年代前後のことである。咀嚼教育がいかなる様相であったかは後述することにして、まずはこの新たな身体規律に着目する研究史的意義を明らかにしておきた 。　
昭和戦前期には広く普及した学校口腔衛生教育は、日本
に先んじて欧米の学校保健において実施されてい 。イギリスの社会学者サラ・ネトルトンが一九世紀末から二〇世紀初頭のイングランド 歯科衛生教育の高まりを、ミシェル・フーコーの規律訓練論を援用して、ボディポリティクスの観点から分析したのは一九八〇年代後半のこと ある。ネトルトンは、いかに歯科学知が構成され のか、そして、歯科学の知と実践が規律のテクノロジー り、体が観察され、分析され 正常化されていく様相を詳細に論じ
た（３）
。ネトルトンが述べるとおり、一九八〇年代以降、
アングロ・サクソン系の多様な研究領域において、フーコーの理 や方法論に影響を受けた研究 盛んに行われ きた。けれどもネトルトンに限らず、規律訓練型権力の枠組みを採用した一九八〇年代から九〇年代半ばに けての歴史的研究の多くは、権力の受け手側 実践や経験に対する
関心が欠落しているとの批判を受けることとなっ
た（４）
。
　
後述するように、一九三〇年代前後の日本における咀嚼
教育にも、非常に鮮明な形で規律訓練型権力の発現を確認することができる
が（５）
、規律訓練のテクノロジーによって子
どもたちがいかに主体化されたのか（あるいはされなかったのか）を解明できないという大きな課題が残る。だがしかし、そ そも主体化されるとはいかなることなのか。歯磨きや咀嚼などの身体規律は、他の衛生教育 同様に、最終的には学校のみならず家庭での日常的な習慣化を図 ものである。だとすれば、咀嚼の規律訓練を通した主体化とは、対象者が精咀嚼 重要性を認識した上で、日常生活において精咀嚼を習慣化 ることだ 捉えるこ ができるだろう。　
実は、この《習慣》 （
habit ）という概念こそ、近代（モ
ダニティ）にとって鍵となる構成要素であることが指摘されている。 オーストラリアの社会学者トニー ・ ベネット （他）によれば、 「近代の主体」と「前近代の主体」との境界線は、どの程度行為（
conduct ）が習慣的に決定されている
か、もしくは、意志や再帰性（
refl
exivity ）や、習慣を解
体、変容 修正するメカニズムの影響のもとに行為が決定されているかの度合いにあるとされ きた。 そして同時にモダニティのプロジェクトは、 （統治という局面において）
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ある特定の「近代的」習慣を多くの点において利用するとも述べてい
る（６）
。早飯、早食いといった「旧弊」を解体し、
時間をかけてゆっくりと極限まで噛むという新たな身体規律を望ましい規範として習慣化することは、近代的主体を形成する統治性の試み ひとつに他ならない。さら ベネット（他）は、 「習慣は規律的な実践にとっての力の作用点を構成してきた」と指摘する。力の作用点とは、ある特定の目的をもたらすために、多様な個性（
personhood ）
の異なる構成要素（例えば意志、性格、記憶、本能など）の関係性を再編成、再統合しようと ものであ
る（７）
。だと
すれば、習慣の涵養は単に身体の反復的動作のオートマティック化というよりも、より総 的で複雑な要素を動員した一連の過程であるとみなすことができるだろう。 一方で、習慣は必ずしも永続的なものではないことは、われわれは経験的に知っている。 を ることと、習慣を持続させること イコールではない。習慣 、習慣化、脱習慣化、再習慣化の過程において捉え 必要があるの
だ（８）
。
　
一方、オーストラリアの社会学者デボラ・ラプトン
は、その著書『
F
ood, th
e B
ody an
d th
e S
elf 』 （
1996
＝
一九九九）の中で、 食べることと《主観 》 （
su
bjectivity ）
との関係性を論じている。ベネットら いう「個性」と主観性は同義ではないが、本稿ではこの主観性に着目した
い。ラプトンによれば、ポスト構造主義のアプローチにおいて、 「人が他者と関係し合う中で自分自身を理解し、人生を経験してゆくさまざまな過程を描くのに『主観性』という用語」が用いられてきた。また主観性は、 「アイデンティティよりもゆるやかなことばで、自己、より正確には複数の自己が、権力関係や社会制度、支配的な言説など、その人が暮らす文化によって一定の制限は受けるものの、非常に変化しやすく、背景 状況に左右されやすいと理解されている」 。 「人はときに矛盾する言説や行動を好んだり支持したりする」ことは われわ も経験的に理解している。ゆえに、主観性は、 「統合的な自己」よりも「断片的で関わり的な自己のと え方を重視」し いる（９）
。子どもの自己やアイデンティティを常に一定した確固
たるものとして捉えるべきで ないが、同時に 統合されない自己像として、あるいは無力で無抵抗な存在として捉えるべきでもない。子どもは周囲との相互作用のな
 
かでさまざまな身体行為を経験しつつ、動的な主観性を構成する存在として理解できる そうである らば、戦前、戦時期の咀嚼教育によって児童の身体が主体化されたのかという問いは、 《規律訓練―主観性―習慣化》という関係性で捉えることが可能 のではないだろう
か
）（1
（
（図一） 。
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ここでいう主観性とは、たとえば、以下のようなものを
指している。食べ物を前にした高揚感。食べ物の匂いをかいだ時の幸福な気持ち。嫌いな食べ物を食べなければならない苦痛や嫌悪感 ても空腹が満たされない不満や不快感。こっそり食べてしまった時の罪悪感。特定の食べ物を前にしたときによみがえる記憶。苦みや甘みといった味覚。食べ物の感触や舌触り。精咀嚼するときに じる顎疲労感。このように現れ はすぐに消えてしまうような一時的な感覚、あるいはいつも決まって現れる感覚、喜びや悲しみなどの感情や情動、モラルといったものが、規律訓練と習慣化の間に横たわって るだろう 規律訓練による主体化を、 《規律訓練―主観性―習慣化》という動的過程で検討することが ぜ必要なのか、咀嚼を切 口としてこの問題に向き合うために、まず咀嚼教育の具体的様相を概観し、時代的背景の中で咀嚼教育に与えられた意味付けの変化を確認してい たい。二．咀嚼教育とは何か　
近代日本の学校衛生制度における学校口腔衛生教育の歴
史については別稿に詳 い
が
）（（
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図一 規律訓練―主観性―習慣化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図二 口腔のトポロジー 
(Pasi	Falk,	1994,	The	Consuming	Body,	Sage	Publications,	p.14)	
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能の維持向上にあるとして、とくに大正期以降、その重要性が強調されるようになっていく。その背景には二つの要因があった。ひとつは、 「偉大な咀嚼家（
The G
reat 
M
asticator ） 」の異名をとったアメリカ人実業家ホーレ
ス・フレッチャー（
H
orace F
letch
er, 1849-1919 ）の著し
た
”F
letch
erism
: H
ow
 I B
ecam
e Y
ou
n
g at S
ixty” （
1913 ）”
の影響である。本書は、 『完全咀嚼法』というタイトルで一九四〇年に翻訳出版されているが、一九二〇年代から、日本の歯学雑誌における「フレッチャリズム」への言及を確認することができる。フレッチャリズムの最大の特徴は、食べ物を（液体物でさえ）繰り返し徹底的 咀嚼してから飲み込むという摂食習慣の涵養である。歯科専門誌である『歯科学報』誌上でもこの咀嚼健康理論は びたび引き合いに出され、食物を完全に咀嚼すること できて初めて栄養は十分吸収され、 体力 保たれるとされた。さらに大正後期に公刊された一般向け口腔衛生啓蒙冊子においても、フレッチャリズムに言及されている。曰く、
食物をよく咀嚼することけれども一日何カロリーの食物をとらねばならぬと計算したところで、その適当量の食物を消化する力がその人になかつたならば、何にもなりません。折角
営マ
養
素を十分にしたお献立でも、これを噛みこなさずに胃
の中に嚥み込んでしまふならば消化は不十分で、到底それだけが滋養分となつて身体に役立つものではありません。
ホ
ママレース
・フレッチャーは、営養のすべての
問題は消化器最初の三吋によって解決せられるとて、咀嚼の必要なることを力説してゐることは人口に膾炙しているところです。そして消化器最初の三吋とは口腔特に歯牙 咀嚼作用を意味したの す。咀嚼 消化の第一階段で、これが不完全であつたならば、胃や腸が如何に奮闘努力しても最後まで不完全に終わ しまうことは明らか あり す。それ故に今日営養問題の研究 盛んであつ 、これを徹底的 解決する鍵は、ただ各自の完全なる にある 言はなければなりませ
ん
）（1
（
。
　
明治半ば以降近代栄養学が日本に導入され、二〇世紀初
頭に入りさまざまな栄養素が見いだされる状況下、婦人雑誌等の主婦向けメディアにも栄養学的知識がさかんに紹介され始めていた。しかし がら、栄養学的解明が進もうとも、完全な咀嚼とそれを可能にする健全な歯があって初めて栄養素が吸収されることが強調されている。完全な咀嚼は唾液や胃液の分泌を促して消化機能を向上させるとともに、 の分泌 増加は口腔内の自浄作用 向上させうる。加えて、十分な咀嚼は血行 良くし、全身の健康状態を良 　
ここでいう主観性とは、たとえば、以下のようなものを
指している。食べ物を前にした高揚感。食べ物の匂いをかいだ時の幸福な気持ち。嫌いな食べ物を食べなければならない苦痛や嫌悪感 ても空腹が満たされない不満や不快感。こっそり食べてしまった時の罪悪感。特定の食べ物を前にしたときによみがえる記憶。苦みや甘みといった味覚。食べ物の感触や舌触り。精咀嚼するときに じる顎疲労感。このように現れ はすぐに消えてしまうような一時的な感覚、あるいはいつも決まって現れる感覚、喜びや悲しみなどの感情や情動、モラルといったものが、規律訓練と習慣化の間に横たわって るだろう 規律訓練による主体化を、 《規律訓練―主観性―習慣化》という動的過程で検討することが ぜ必要なのか、咀嚼を切 口としてこの問題に向き合うために、まず咀嚼教育の具体的様相を概観し、時代的背景の中で咀嚼教育に与えられた意味付けの変化を確認してい たい。二．咀嚼教育とは何か　
近代日本の学校衛生制度における学校口腔衛生教育の歴
史については別稿に詳 い
が
）（（
（
、歯の保全の必要性は咀嚼機
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好にするとして、咀嚼の徹底が口腔衛生教育として啓蒙されるようになったのであ
る
）（1
（
。この完全な咀嚼にとって、キ
ーワードは「唾液」であった。
咀嚼の意義咀嚼といふのは食物を歯で細かく噛み砕いて、それに唾液がよく混じつてどろどろになつたのをいひます。たゞ噛んだだけではありません。唾液といふ大切な消化液を食物に十分に
浸ママ
みこませて、
始ママ
めて口腔内の消
化の意味があるのです。フレッチャーは、一体人間の食べる食物の分量は多過ぎる、よく咀嚼をすればもつと
少マ
く
てもよいと申しています。よく噛めば半は消化
してしまひます。そして十 け 営養分は十だけ身体に吸収されて役に立ちますが、噛まないと十だけのものを摂取しても、それだけ身体の役に立ちませ
ん
）（1
（
。
　
つまり、よく噛むことの
混こんだ
唾
作用により消化を容易に
し、食物の栄養素を丸ごと吸収可能にするために、食物の摂取量自体を減じることができるというわけである。この咀嚼の意義は、 ちの食糧難の時代の節米奨励に結びついていったことは想像に難くない。しかし咀嚼励行運動の初期ともいえる一九二〇年代には、栄養の完全摂取の観点から咀嚼が推奨されていたことにこ では注意を払っておきたい。
　
咀嚼の重要性が強調された二つ目の要因は、歯科学と
医学の関係性に起因する。医師の免許と資格を定めた医師法が制定されたのは一九〇六年であったが、同時に歯科医 も ている。この法制化 意味するところは、歯科と医科の完全分離であった。一九〇六年以前も歯 は国外で学んだ者や医術開業試験に合格した者、従来開業の者（試験免除組）らが職能団体を結成していたが、医師団体の間 師法制定の動きが活発化してくるのに伴い、歯科医師法 制定を目指すようになっていた。医学と歯科の完全分 に伴い、口腔 歯学 対象とし 全身から切り離される一方 、咀嚼という機能を通し 全身との関連性が見いだされる。こ は歯科医団体にとっ は決定的に重要なことであった 違 ない。というのも、歯科 社会的地位を 同等レベルまで上げることが歯科医師法制定後 歯科医に っての課題となっていたからである。歯は単 る咀嚼器ではなく、 「口は身体の関門」 「歯牙 消化管の第一階
梯
）（1
（
」
 
「各臓器への門
戸
）（1
（
」なのだという主張は、口腔という一臓
器に、
全身的健康0
に直接影響を及ぼす重要な使命を帯びさ
せるのである。このこと 第一点目の咀嚼健康理論の強調につながっていく。成長期にあ 子どもの健康形成にとっ
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て、咀嚼器としての歯の保全は、最も重きを置くべき対象のひとつとなりえたことは想像に難くない。虫歯や、歯列の不正は咬合力に影響するとされ、特に小学校児童の口腔衛生教育の必要性が、歯科医団体や、歯磨き粉や歯ブラシを販売する民間企業の社会貢献活動によって繰り返し提唱されていった。　
小学校における正しい咀嚼方法の啓蒙は、歯磨教練等の
他の口腔衛生訓練と同様に 「咀嚼教練」 いう児童参加型の実習形態で実施された。ここでは、咀嚼教練 参考例を示した実施報告を参照するこ で、 がどのようなものだったかを描き出したい。なお、実施報告は各地学校歯科医 （あるいは教師や校長など） によって執筆され、学校歯科医向け 機関誌（日本連合学校歯科医会編『学校歯科衛生』 ）に掲載されたものである。　
およその流れは以下の通りである。まず導入の座学とし
て、咀嚼の重要性と方法が児童に教授される。そ 後 実際の咀嚼練習は、昼食時か、もしくはそ 以外の時間に沢庵やリンゴなど 食べ物を使って行う。口の中に食べ物を入れると、左右両方の奥 を均等に使い、二〇～三〇回ほど噛み砕き、どろどろとしたやわらかい液体状になってから初めて飲み込む。ここで たとえ柔らか 食べ物やスープであってもよく咀嚼し、味わい尽くした後で飲み込む
べきことが強調される。実施報告には、対象や目的、準備教育、本教練（実施準備、順序、要領、実施） 、指導上の注意事項が事細かに記載される。以上のような咀嚼教練のプロトコル（訓練の段取り）は フーコーが描いた身体の規律訓練の諸要素をことごとく兼ね備えているかのようにみえる。　
次に、類似の口腔衛生訓練（歯磨教練、洗口教練等）と
は異なる咀嚼教練の特殊性を検討するために 事例として池田明治郎（福岡県嘱託学校歯科医） よる「学校歯科に於ける衛生訓練」の該当箇所を引用しよう。
咀嚼教練咀嚼を奨励し、片噛み（顎の左右何れか片側で噛むこと）を矯正し、食物の営養に関する認識を深める等の目的がある。尚ほ自浄作用等に就ても説明の好機会ある。咀嚼といふことは数多く噛み、且つゆっくり噛むことが必要である。
〔中略〕
尚ほ咀嚼教練によつて偏
食（食物の好き嫌ひ） 或る程度まで矯正し得た例は少くない。教練の実際は林檎、沢庵漬、チューインガム等を用ひ、最初十回位より始め 左右二十回乃至三十回位咀嚼せしむ 嗜好 興味の上からは林檎、チューインガム等は適当であるが、チューインガムは軟マ
か
に過ぎる感がある。教練として用ひるには沢庵漬
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は非常に都合がいゝやうである。食事指導の傍ら教練する場合は、
中マ
食
時に弁当を利用するのである。指導
者は担当教師が弁当時に教室に於て、或は洗口所に於て沢庵漬等を用ひて行ひ、含嗽教練も併用する。第十図Ⅳ
〔転載省略：引用者注〕
は沢庵を指定の回数咀嚼後
残部を金網に入れて水で洗ひ、残渣を相互に比較して各自の咀嚼能率を認識させる有様であ
る
）（1
（
。
　
以上の記述を、 《身体内部の意識化、可視化》という観
点から考察してみたい。その出発点は、実習前の導入（準備）教育である。咀嚼教練の目的として、片側のみで噛む癖の矯正と栄養に関する認識を深めること、加えて唾液による自浄作用の説明が挙げられている。 の準備教育には、咀嚼の混唾作用による消化促進と うメインとなる機能の教示を中心に、顎骨 発達、虫歯の予防、食物の栄養価を高め摂取量を減らす、 食物の真の味を知る 顔貌を整える、頭脳の発達 促すなどの多岐にわたる効能も説明されていた
）（1
（
。どの程度説明するかについては統一基準のようなもの
はなかったが、必ず説明がなされるのは
咀嚼が消化の第0
一歩である0
という点であった。というのも、 「尋常科第四
学年男女組口腔衛生学習指導案」 （福岡県二日市尋常高等小学校）にあるように、児童が自身 食べ方や咀嚼の仕方に意識を向ける習慣はなかったと考えられるから
彼等は食物が如何に消化されるか、又よりよく消化する為に如何に咀嚼す
可マ
き
かについては、余りに無関心
であり、殆ど唯食欲を
満
ママさむ
が為に食ひ食物を摂取す
る関係として、口腔を通過させるに過ぎない憾がある
）（1
（
。
　
育ち盛りの子供たちにとって、 「ただ食欲を満たすため
に食事を摂る」ことは至極当たり前の行為だったろう。その習慣を解体、変容させるために必要なのは、身体内部に意識を向けさせること、すなわち身体内部を可視化する試みである。いわば口からつなが 食道、食道から胃袋へと食べ物が運ばれる経路を具体的にイメージすることが求められるの
る
）11
（
。口は身体の内部と外部とを隔てる境界線
である。通常、いったん口に入った食べ物が他人の目に晒されることはない。しかし咀嚼したものを金網製の容器に吐き出させ、水で洗い、残渣を相互比較して咀嚼能率を認識させるという取り組みは、咀嚼の効果を可視化 企みであるとともに、いったん自分 内部に取り込んだ食べ物を再び自分の身体の外部へと強制的に放出 企てともいえる。　
フィンランドの社会学者パシ・フォーク（
1994 ）は、
口腔（
th
e m
ou
th
）を、外部と内部の中間領域として、図
二のようにトポロジー的に図式化してい 。最初 ゲー
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トである
(a)
は、口の中へ入るものをまずコントロールす
る（しかし、何を口に入れるべきかの「判断」は個体の外部の文化的な食規範のなかですでになされているため、二次的機能であるとみなしうるが、
(a)
は個別でなされる最
初の判断であり、外部と隔たれた主体を例示しているという） 。二つ目のゲートである
(c)
は、身体および自己の中
に何かを取り込む、 も不可逆的 取り込む判断をする。口に入れた食べ物は「私」の一部になるのであ 。味覚や感触はこれらの二つのゲートの中間の
(b)
で判断される。
本来、咀嚼とは、
(b)
の領域において主体によってセルフ
コントロールさ るも であるはずだ。それにもか わらず、咀嚼教練はそこにある き規範を導入 さらに咀嚼する主体の個（
in
dividu
al ）から公（
pu
blic ）への転換を
目論むのである。
````````
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図二 口腔のトポロジー 
(Pasi Falk, 1994, The Consuming Body, Sage Publications, p.14) 
 
 
a b c 
図二　口腔のトポロジー
（Pasi Falk, 1994, The Consuming Body,
  Sage Publications, p.14）
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三．咀嚼と「国民」的自覚　
咀嚼する主体の個から公への転換とはいかなるものか。
『学校歯科衛生』第五号（一九三八）の冒頭には、第一次近衛内閣文部大臣木戸幸一による「日本精神の昂揚」なる論説が掲載されている。日中関係の決定的な決裂（対中講和の可能性の消失）を受け、国民 長期戦の 悟と「尽忠報国」を求めるものだ。木戸は、尽忠報国の精神を、日本古来の伝統として西洋 個人思想に対置し、 「個人は国家といふ大生命の一分身として此の大生命に奉仕し、私を捨てて国家に生き、国家の大生命に帰一すること 依ってこそ宏大なる価値に参与するもの」 と唱え
る
）11
（
。 この 「日本精神」
の具現こそが「国民精神総動員」というわけである。このように、国民に物質面のみならず精神面でも動員を求める政治情勢を受け、咀嚼教練に付与され 意味付けも変容していく。　
学校衛生教育は、個々の児童の身体の健康増進に資
ものであるよりも、新たな国家観、 「日本精神」 涵養結びつけられていく である。口腔衛 教育も例外ではなかった。 『学校歯科衛生』誌上に掲載される口腔衛生教育の実施報告も、国民精神の涵養を第一目的としたも に変容してい 例えば、福岡県嘉穂郡の小学校歯科医は、
「国民の自覚」として、 「児童に健康生活の自覚を促すことは即ち
国民への自覚0
であり因果必然の応照である」と断言
す
る
）11
（
。もはや個人の健康、個人の身体はなく、国民として
の《公》の身体に置き換えられているのである。身体の主権（
bodily sovereign
ty ）の収奪である。
　
同時期、 「咀嚼報国」という言葉が生まれていた。歯科
医師も戦時体制への積極的参加が求め るようになり、『学校歯科衛生』第八号（一九四〇）の巻頭には、 「提唱」として「全国学校歯科医 一致協力により咀嚼励行運動の普及と
之マ
れマ
が実践指導の徹底を希望す」ることが掲げられ
た。その要点は、以下の八点にまとめられている。
一、国民体位向上の重要性が痛感されている今日、青少
年学徒の健康増進は学校歯科医にとっても重大関心事である。
二、学校歯科医がその職分として国家に貢献する最も大
切な仕事は、生 児童が咀嚼励行するよう指導に努めることである。
三、精咀嚼は 食物を消化吸収して身体の健康を保ち、
事実上食べ物の消費節約となり、発育強壮を助け、歯牙口腔の清潔を助長する いう四益がある。
四、粗咀嚼は消化系臓器に負担を課して発病の要因を作
り、食べ物を浪費し、不健康と顎の不完全発育を
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きたし、口腔歯牙の自然清掃力を減少するという四損を招く。
五、古来多くの賢母が、その愛児に精咀嚼を教え、強健
な身体を築き上げたという逸話が残されている。
六、学校歯科医は、教員諸氏と協力し、児童生徒、保護
者に咀嚼励行の必要を説き、その実践を指導するため、あらゆる努力を試みることを希望する。
七、食事をするときにはまず手を洗い、姿勢を正し、食
べ物の好き嫌いをいわず、ゆっくりと力強く、左右に偏らず、繰り返し咀嚼するように導 たい。お茶漬けや鵜呑みはぜひこれをやめさせたい。
八、歯科医師会では、毎月興亜奉公日に特に咀嚼励行運
動を強調することを提唱している。学校歯科医もこれに参加するのはもちろんのこと、常に学校及び家庭に呼びかけその注意を促すようにした
い
）11
（
。
　
学校歯科医の職分として、国家に貢献 最も大切な仕
事が、咀嚼の励行にあるとされている点に注目せねばならない。もちろん、咀嚼教練は大正期以降主要な口腔衛生訓練の一つではあったが、学校歯科医による齲歯の予防、検査、治療以上に重きが置かれるものではなかったはずである。しかし戦時体制の下、 歯科治療に必要 物資が不足し、検査や治療が次第に実施困難になるなか、咀嚼教練の重み
が増していくのは必然であった。精咀嚼のルーツとしての米国人フレッチャーの名前が消え、代わりに「日本古来の賢母の逸話」とされているのは、日米関係の悪化を如実に物語っている。そして何よりも、咀嚼の目的が青少年の体位の向上、 健康増進と直截に結び付けられている背景には、同年の「国民体力法」 （一九四〇）の制定があった。同法は、国民 体力向上を目的 して、未成年者を対象に、国が強制的に体力を検査す ことができるように規定し ものである。体力検査の結果、必要があ ば、国民体力管理医（医師または歯科医師が選任される）が、本人 しくは保護者に対し、体力向上に関する指導を与えることになってい
た
）11
（
。被管理者である未成年者に小学児童は含まれてい
なかったが、学校歯科医の職責として「人的資源の培養」が要望されるなか、 「 健なる国民 作り上げ
る
）11
（
」安価で
現実的 方法として、咀嚼励行運動が推奨されたことは驚くに当たらない。しかし 果たして咀嚼励行運動 目的は強健な国民の再生産に過ぎなかったのだろうか。　
ここで、もう一度パシ・フォーク（
1994 ）の議論を援
用したい。フォークは、原始社会および前近代社会（ゲマインシャフト）を《食べる共同体》 （
‘eatin
g-com
m
u
n
ity’ ）
として概念化し、身体、自己 文化の三つのレベルが一つ
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に結合され、同一のネットワークを形成する社会であると理念型的に分類している。この社会では、 身体は「開いて」いる。すなわち、儀式的な食事において、食べ物を分け合って食すことは、それを与え、受け取るメンバーを、一つの共同体に組み込むことを意味している。そこに 「身体／自己の内へと食べ また同時に 共同体の中へと食べられている」という《口（オーラル） 双方向性》が確認できる。食べる共同体に属する人々は《集団的自己》として自己形成している 特徴づけられるの
だ
）11
（
。
　
しかし、この《食べる共同体》は近代社会の出現ととも
に大きく変容したとフォークは述べる。共同体の儀式としての食事が周縁化した近代社会において典型的になっていくのは個人化された自己であり、身体は外界に対して「閉じられた」ものとなっていく。けれども、フォークによれば、 一九世紀には前近代社会に特徴的な 《食 共同体》 を、ユートピアとして意図的に再現 ようとす 試みもあったという。分かち合いや相互関係という考えが奨励され、例えばシャルル・フーリエなどによ 理想的共同体 して謳われたからであ
る
）11
（
。
　
一見矛盾するようだが、戦時期の咀嚼励行運動は、精咀
嚼という近代的習慣を涵養するも であると同時に、 《食べる共同体》としての要素を内包 いた 言えるのでは
ないだろうか。 咀嚼励行運動は一種の共同体的儀式であり、《咀嚼する共同体》 （
ch
ew
in
g-com
m
u
n
ity ）を創り出そう
としていたと解釈できるからだ。閉じられた、個人化された近代的自己は否定され、個々の児童の身体は、クラスや学校全体、ひ ては「大日本帝国」という共同体に開かれたものとなるべきことが要求される。身体内部を可視化する試みも、またいったん咀嚼した食べものを吐き出させる試みも、食べ物を分かち合 、空腹やその痛みを想像、共感しあう架空の共同 を創り出し、ひとつの集団的アイデンティティを創造するものでは かったか。とはいえ、ここには不自然さを見いださずには られない。先に例を挙げたように、食べるという行為に随伴する主観性は非常に豊かなもののはずであっ 。しかし《食べる共同体》としての咀嚼教練は、本来自由で豊かなはずの主観性を繰り返し噛むという反復動作に還元し 咀嚼報国という単一のモラルに帰一させることを目的とし からであ 。　
一九四二年二月には、食糧管理法が交付され、食糧の需
要と供給すべ を国家が管理する体制が確立 。戦時状況の悪化とともに食糧は慢性的に 足し、咀嚼教練用に食べ物を調達することは不可能になっていたと考えられる。家庭の主婦に対して 、 の節約、代用食の活用 調理の工夫等が推奨され
た
）11
（
。子どもたちは飢えていた。しかし
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空腹の強い衝動は
近代的自己0
によってコントロールされね
ばならない。 《咀嚼する共同体》が、 「開かれた」近代的自己を作り上げるのである。その共同体で求められたのは、ただ機械的に噛むという動作だけではなく、銃後の日本国民であるという自覚を持ち、国家に奉仕しうる強健な肉体を作り上げるという精神性を集団的に涵養することであった
）11
（
。`
`
　
`
`
四．おわりに―主観性 対象化す ために―　
本稿では、咀嚼教練による児童の主体化を、 《規律訓練
―主観性―習慣化》という関係性で捉えるべきではないかと提起した。前章で考察した《咀嚼する共同体》におけ日本精神、 「大日本帝国」のメンバーとしてのアイデンティティの涵養には、その成否は別として、この主観性へ働きかけが不可欠であったとみることが き 。　
しかし、何十回と咀嚼を繰り返す教練が、児童にとっ
て「無味乾燥」になりがちであることは学校側も認めるところであった。 「国民の自覚」を促した先の学校歯科医は、実施報告の読者に次のように問いかけ 。
口腔衛生と健康生活への警鐘を打ち
鳴
ママした
ところで、
児童に本当に身に
沁マ
む
心への響きを与へることが出来
ようか。只それは形より形への教育としての残骸を留めるに過ぎないであら
う
）1（
（
。
　
そして、実質的効果を高めるためには、口腔衛生教育を
「衛生思想の涵養」にとどめるべきではなく、実際に各自に石膏で歯型を作成させる作業を課すという工夫を提唱している。あるいは、東京市麹町尋常小学校では、学校歯科医の助言をもとに口腔衛生教育が
体操化0
されたことを報告
している。
　
かゝる衛生的諸教練は
得マ
て
他動的のものであり、興
味も薄く親しまれ難く、為 に其の効果が減殺されやすいに鑑み、所謂体操的の形態を採用し、団体的訓練の裡に、不知不識、愉快に、歯科衛生上 基本的諸教練を把握せしめんとしたものであ
る
）11
（
。
　
従つて決して夫れが体操化してある事にしろ、其の
体操に堕してはならない。
〔中略〕
総ての訓練は、良き
習性を与ふるものなれば、時間の許す限り
反マ
覆
せしむ
べきである。最も注意すべきは 之れ等訓練時其の動作に注意を集中せしめず口の動かし方に重点を置くことが大切で、さうでなければ
謂
ママはゆる
体操に堕するこ
とにな
る
）11
（
。
　
教練を体操化することによって（咀嚼用にチューインガ
ムを使用していた） 、少しでも興味を喚起し、楽しく咀嚼
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訓練が行えるように工夫する半面、あくまで体操ではなく口腔衛生の習慣を養うことを目的とすることを強調している点に苦心の様子がうかがえる。咀嚼教練を実施するのみでは新たな身体規律の涵 に結びつかないということが、現場ではよく認識されていたのだろう
彼等は食物が如何に消化されるか、又よりよく消化する為に如何に咀嚼す
可マ
き
かについては、余りに無関心
であり、殆ど唯食欲を
満
ママさむ
が為に食ひ食物を摂取す
る関係として、口腔を通過させるに過ぎない憾がある
）11
（
。
　
先に引用したこの一文から、子どもたちにとって「ただ
食欲を満たすこと」がいかにクリティカルであったかを想像することが可能である。 学校 の教練という場を離れて、家庭での食卓における精咀嚼を実践す ことはより一層困難であったに違いない。飢餓感の中で感じられるのは、 「大日本帝国民」としての連帯感よりもむしろ空腹の痛みであり、模索するのは空腹を何とかなだめる術 あったのではないか。だとすれば、果たして咀嚼教練は、咀嚼 主体を形成することに成功していたのだろうか。 言い換えれば、精神主義的な価値体系が個人の主観性へと介入して くことは可能だったのか。　
この点が問われない限り、精咀嚼が習慣化されたか否か
の問題は棚上げされたままになってしまうだろう。 しかし、その答えは容易に見つけることができない。 なぜなら、 個々の児童 主観性を重視することは少 くとも次の困難さを生じさせるからである。それは、主観性を読み取ることが可能な歴史的資料／史料は何か、どうアクセスするかという根本的な問題である。変化しやすく断片的な個人の知覚や情動が、一九三〇～四〇年代に、公的な形態で記録されていることは非常に稀 ろう。学校口腔衛生の実施報告には、 児童の感想文が掲載されてい ことがしばしばある。それらを分析対象とすることも可能 が、教練直後に記されたものであり、提出を前提とした建前的 形式的なものでありうるとい 限界がある。むし 、自伝的小説やエッセイ、学童疎開体験記 オーラルヒストリー、エゴドキュメントといったレトロスペクティヴに記 た／語られた資史料から探っていくことが第一選択肢になりうると考えられ
る
）11
（
。これらの資史料が長期的スパンで描かれてい
る・語られているものであ ば 習慣化される過程だけではなく、脱習慣化、再習慣化の過程について検討す ことも可能になり得る。　
むろん、レトロスペクティヴな史資料には、代表性の欠
如や記憶に関する問題など、これま も指摘されてきた方法論上の諸問題があ ことは別稿で 論じたとおりであ
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る
）11
（
。それでもなお、そのような点に注意深く向き合いなが
ら主観性を明らかにする糸口を探っていくことが、 「身体の規律訓練」という命題から一歩先に進むために必要な姿勢なのではないだろう 。近代の学校衛生における規律訓練という命題を目新しさがないと切り捨ててしまう は容易だが、それでは論じ切れていない議論が残されたままになる。残念ながら本稿では 《規律訓練―主観性―習慣化》の枠組みの有効性を検証しうる資史料は提示できておらず、今後の見取り図 描くにとどまってしまったが、見取り図の妥当性も含め、さらなる考察が必要とされてい
る
）11
（
。
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